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新庁舎建設事業の経過をお知らせします
◎問い合わせ　庁舎整備課　庁舎整備1係　☎37-0011

　神埼市では、合併特例債の活用期限である平成32年度までの完了を目指して、新庁舎建設事業（現庁舎の
解体を含む）に取り組んでいます。

　　  新庁舎建設事業これまでの経過
平成 日付 経過内容

27年

2月9日 市長が、市議会全員協議会において、吉野ヶ里町との市町村合併を断念し、新庁舎建設に取り組む旨を説明

4月1日 神埼市本庁舎等建設庁内検討委員会を設置し、新庁舎建設に関する検討開始

9月25日 平成27年9月定例市議会において、「新市まちづくり計画」の改正を可決（計画期間を5年延長、合併特
例債の発行限度額を法定限度額50％から100%に見直し）

28年

1月8日 神埼市新庁舎建設検討委員会を設置し、新庁舎建設に関し、市民や学識経験者による検討開始（平成29
年3月23日までに13回の会議を開催し、その都度、市のホームページで会議録を公表）

4月11日 神埼市新庁舎建設検討委員会から市長に対し、神埼市新庁舎建設基本構想（案）を報告された

4月12日 神埼市新庁舎建設基本構想を策定

5月16日～ 18日 神埼市新庁舎建設基本構想に関する住民説明会を3町で実施
5月16日
　～ 6月17日

新庁舎建設に関するアンケート方式によるパブリックコメントを実施
（合わせて、基本構想概要版を全戸配布）

9月 神埼市新庁舎建設に関するアンケート調査の結果を公表

10月18日 神埼市新庁舎建設検討委員会から市長に対し、神埼市新庁舎建設基本計画（案）を報告された

11月1日 神埼市新庁舎建設基本計画を策定

12月26日 平成28年12月市議会臨時会において、新庁舎建設候補地である東部農林事務所の土地の取得および移転
補償に関する予算について、可決（全員賛成）

29年

1月28日・2月1日・
2月4日 神埼市新庁舎建設基本計画および基本設計（案）に関する住民説明会を3町で実施

1月28日
　～ 2月10日 神埼市新庁舎建設基本設計（案）に関するパブリックコメントを実施

2月23日 神埼市新庁舎建設基本設計（案）に関するパブリックコメントの結果を公表

3月3日 東部農林事務所の土地について、土地売買仮契約を締結

3月24日
平成29年2月定例市議会において、新庁舎敷地とするため、東部農林事務所の土地の取得に関する議案
について、可決（全員賛成）
東部農林事務所の移転補償契約を締結

3月31日 神埼市新庁舎建設検討委員会から市長に対し、神埼市新庁舎建設基本設計（案）を報告された
神埼市新庁舎建設基本設計を策定

5月10日 東部農林事務所の土地の移転登記完了

12月25日 平成29年12月定例市議会において、神埼市新庁舎建設工事の予算および新庁舎の事務所の位置の変更に
関する条例の改正について、可決（全員賛成）

30年

2月23日 神埼市新庁舎建設工事に関し、仮契約を締結

2月28日 神埼市新庁舎建設実施設計を策定

3月14日 平成30年2月定例市議会において、神埼市新庁舎建設工事の契約について、可決（賛成多数）し、本契
約締結

外観イメージ
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新
庁
舎
建
設
事
業
費

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

神
埼
市
新
庁
舎
建
設
工
事
は
、
35

億
7
千
8
百
4
万
円
で
平
成
30
年
3

月
14
日
に
契
約
し
ま
し
た
。

　

こ
の
契
約
額
に
地
中
熱
利
用
工
事

費
を
含
め
た
額
が
、
左
表
中
の
実
施

設
計
項
目
の
う
ち
建
設
工
事
費
（
庁

舎
本
体
と
公
用
車
車
庫
）、
外
構
工

事
費
を
合
わ
せ
た
36
億
５
千
９
百
万

円
に
な
り
ま
す
。

事
業
費
増
加
の
要
因

　

基
本
構
想
か
ら
実
施
設
計
ま
で
、

華
美
に
な
ら
な
い
よ
う
に
努
め
て
き

ま
し
た
が
、
主
な
３
つ
の
要
因
で
概

算
事
業
費
が
増
加
し
ま
し
た
。

①
未
算
入
項
目
の
加
算

　

基
本
構
想
や
基
本
計
画
書
に
も
記

載
し
て
い
ま
し
た
が
、
策
定
時
に
試

算
す
る
こ
と
が
困
難
な
、
候
補
地
の

取
得
に
関
す
る
土
地
・
建
物
等
の

補
償
費
、
測
量
設
計
・
施
工
監
理
、

備
品
購
入
費
、
サ
イ
ン
、
電
算
経

費
、
防
災
行
政
無
線
移
設
費
な
ど

は
含
ん
で
お
ら
ず
、
各
段
階
で
積

算
し
て
事
業
費
に
加
算
す
る
こ

と
と
し
て
い
た
た
め
、
今
回
試
算

で
き
た
経
費
を
加
算
し
ま
し
た
。

②
建
築
単
価
の
高
騰

　

東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
、

平
成
29
年
7
月
九
州
北
部
豪
雨

の
復
旧
需
要
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
需
要
の
影
響
も
あ
り
、
労
務
費

や
建
設
資
材
が
高
騰
し
、
建
築
単

価
が
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
4
月
か
ら

国
土
交
通
省
の
経
費
率
が
見
直

さ
れ
、
設
計
単
価
が
上
昇
し
ま

し
た
。

③
新
庁
舎
に
採
用
し
た
機
能

　

新
庁
舎
は
防
災
拠
点
施
設
で
あ

り
、
災
害
発
生
時
に
速
や
か
な
対
応

対
策
が
取
れ
る
施
設
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
め
、
耐
震
安
全
性
の
高
い

構
造
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

建
設
地
の
周
辺
は
、
井
戸
水
を
利

用
さ
れ
て
い
る
民
家
が
多
く
、
周
辺

環
境
に
配
慮
し
た
基
礎
杭（
鋼
管
杭
）

を
選
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
人
や
環
境
に
や
さ
し
い

庁
舎
」
と
す
る
た
め
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
あ
る
地
中
熱
を
利
用
す
る
機

能
を
採
用
し
、
環
境
配
慮
型
庁
舎
と

し
ま
し
た
。

　

庁
舎
本
体
の
建
築
単
価
は
、
新
庁

舎
に
採
用
し
た
機
能
を
控
除
す
る

と
、
１
㎡
あ
た
り
43
万
円
で
あ
り
、

最
近
の
先
例
自
治
体
の
建
築
単
価
と

比
較
し
て
も
同
等
で
す
。

　

他
の
先
例
自
治
体
の
新
庁
舎
建
設

で
入
札
が
成
立
し
な
か
っ
た
平
均
建

築
単
価
は
、
１
㎡
あ
た
り
39
万
円
で

し
た
。

事
業
費
の
軽
減

　

公
用
車
車
庫
は
、
壁
を
設
け
な
い

仕
様
と
し
、
外
構
工
事
費
や
用
地
造

成
費
は
、
九
州
農
政
局
発
注
の
工
事

発
生
土
を
活
用
す
る
な
ど
、
経
費
の

削
減
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
太
陽
光
発
電
を
設
置
し
、

地
中
熱
利
用
工
事
を
行
う
な
ど
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
抑
制
に
も
努
め

ま
す
。

基
金
の
状
況

　

新
庁
舎
建
設
事
業
等
の
公
共
施

設
の
整
備
に
充
て
る
財
源
と
し

て
、「
公
共
施
設
整
備
基
金
」や「
財

政
調
整
基
金
」
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
の
起
債
の
償
還
に

充
て
る
こ
と
の
で
き
る
財
源
と
し

て
、「
減
債
基
金
」
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
当
初
予
算
後
の
残

高
見
込
額
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果

　

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、
市
が
実
質
的
に
負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
負
担
額
は
、
約
20
億
円
で
す
。
こ
の
負
担
額
に
対
し
て
、

充
て
る
こ
と
の
で
き
る
基
金
（
預
金
）
の
残
高
は
、
約
31
億
円
で
す
。

　

市
の
負
担
額
を
少
し
で
も
抑
え
る
た
め
、
概
算
で
算
定
し
て
い
る
事

業
費
は
で
き
る
だ
け
抑
制
し
、
財
源
も
積
極
的
に
補
助
金
等
を
活
用
す

る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

市
の
負
担
額

　

新
庁
舎
建
設
事
業
は
、
主
に
合

併
特
例
債
を
活
用
し
て
事
業
を
進

め
ま
す
。

　

実
施
設
計
の
概
算
事
業
費
約
47

億
6
千
万
円
で
合
併
特
例
債
を
活

用
し
た
場
合
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

新庁舎建設概算事業費� （千円）

項目 基本構想 基本計画 実施設計 備考

建設工事費（庁舎本体）1,900,000
　～2,200,000 2,880,000 3,404,000 延床面積

7,218㎡
建設工事費（公用車車庫） 550,000 100,000 74,000
外構工事費 320,000 270,000 181,000
用地造成費 340,000 340,000 64,990
解体費 70,000 100,000 100,000 概算
情報システム構築費 未算入 未算入 120,000 概算
財産取得費・移転補償費 未算入 未算入 349,408
測量・設計・施工監理等 未算入 未算入 265,000
備品購入費 未算入 未算入 200,000 概算

概算事業費　計 3,180,000
　～3,480,000 3,690,000 4,758,398

※現時点で試算することが困難な防災行政無線移設費などは、含んでいません。また、消費税は、法律の改正
があった時点で、法に基づき再算定を行います。

基金の状況� （千円）

区分 残高見込額

財政調整基金 2,134,127

公共施設整備
基金

474,821

減債基金 483,193

合計 3,092,141

新庁舎建設概算事業費の市の負担額� （千円）
項目 金額

実施設計概算事業費　（A） 4,758,398
合併特例債　（B) 4,168,000
建設時の市の負担額　（C)＝（A)-（B) 590,398
元利償還金　（D)＝（B)の借入れにか
かる償還額 4,700,431

交付税算入額　（E)＝（D)に対する交
付税算入額 3,290,302

将来的な市の負担額　（F)＝（D)－（E) 1,410,129
市の実質的な負担額　（G)＝（C)＋（F) 2,000,527
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神
埼
市
議
会
２
月
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た

◎
問
い
合
わ
せ　

財
政
課　

財
政
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
１

平
成
30
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算（
骨
格
予
算
）

　
　

歳
入
歳
出　

１
４
２
億
７
，２
０
０
万
円

（
前
年
度
当
初
比
２
億
２
，８
０
０
万
円
減　

１
・
６
％
減
）

　

市
議
会
２
月
定
例
会
が
、
２
月

23
日
か
ら
３
月
14
日
ま
で
開
か

れ
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
案
や
平
成
29
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
案
な
ど
を
提
案
し
ま
し

た
。

継
続
事
業
が
中
心
の
予
算
編
成

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
は
、年
度
当
初
の
４
月
に
市
長
・

市
議
会
議
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
る

た
め
、
人
件
費
や
扶
助
費
な
ど
の

義
務
的
経
費
や
継
続
し
て
取
り
組

む
事
業
を
中
心
と
し
た
骨
格
予
算

と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
継
続
事
業
と
し
て
、
平
成

28
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
新

庁
舎
建
設
事
業
に
８
億
９
，２
１

０
万
円
。
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
や

防
災
の
拠
点
と
な
る
新
庁
舎
の
建

設
事
業
は
、
前
年
度
か
ら
本
格
的

な
造
成
工
事
、
新
庁
舎
建
設
工
事

お
よ
び
神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー
等

解
体
工
事
に
着
工
。
本
年
度
も
継

続
し
て
実
施
し
、
市
民
の
た
め
の

よ
り
よ
い
施
設
の
建
設
を
目
指
し

ま
す
。
ま
た
、
千
代
田
庁
舎
整
備

事
業
と
し
て
、
千
代
田
庁
舎
利
活

用
計
画
を
策
定
す
る
事
業
に
４
４

３
万
円
。
引
き
続
き
利
活
用
検
討

委
員
会
を
開
催
し
、
市
民
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
利
活
用
方
法
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
脊
振
町
複
合
施

設
建
設
事
業
に
つ
い
て
も
、
前
年

度
か
ら
継
続
し
て
実
施
す
る
用
地

取
得
や
実
施
設
計
、
脊
振
支
所
等

解
体
設
計
な
ど
に
要
す
る
経
費
と

し
て
９
，５
１
０
万
円
を
計
上
し
、

市
民
の
生
活
の
拠
点
、
交
流
の
場

と
な
る
よ
う
な
施
設
の
建
設
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
他
に
、
継
続
し
て
取
り
組

む
事
業
や
市
の
将
来
の
発
展
に
効

果
の
あ
る
経
費
、
義
務
的
経
費
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
主
な
事
業
に

つ
い
て
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

当
初
予
算
に
お
け
る
新
規
事
業

　

主
な
新
規
事
業
と
し
て
、
災
害
時

に
お
け
る
廃
棄
物
の
迅
速
か
つ
適
切

な
処
理
を
行
い
、
早
期
の
復
旧
・
復

興
に
資
す
る
計
画
を
策
定
す
る
災
害

廃
棄
物
処
理
計
画
策
定
事
業
。
障
が

い
者
お
よ
び
障
が
い
児
が
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
緊
急
時
の
避
難
所

と
し
て
短
期
入
所
事
業
所
の
空
所
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
対
象
者
が
安

全
か
つ
安
心
し
て
避
難
で
き
る
支
援

体
制
を
構
築
す
る
緊
急
時
居
室
確
保

事
業
。
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
等
有
害
鳥

獣
の
捕
獲
後
の
処
理
に
つ
い
て
、
平

成
30
年
度
か
ら
稼
動
す
る
吉
野
ヶ
里

町
の
イ
ノ
シ
シ
処
理
加
工
施
設
に
全

頭
を
持
ち
込
む
た
め
の
有
害
鳥
獣
処

理
加
工
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

○平成30年度一般会計当初予算の主な事業� （単位：千円）
事業名 予算額 事業内容 担当課

市長・市議会議員選挙
費 45,171 平成30年4月22日の任期満了に伴う、市長・市議会議員の選挙を実施する。 選挙管理委員会

☎37-0100

定住促進対策事業 40,054 人口減少対策として、市内への定住を奨励するため、居住部分床面積50㎡以上、
かつ取得価格200万円以上の住宅取得者（新築・購入・建替）に補助金を交付する。

企画課
☎37-0102

新庁舎建設事業 892,095 防災の拠点となり、市民が利用しやすく親しまれる新庁舎の建設に向けて、造成
工事および建設工事などを行う。 庁舎整備課

☎37-0011脊振町複合施設建設事
業 95,094 市民の生活拠点、交流の場となるような複合施設の建設に向けて、土地購入、実

施設計および脊振支所等解体設計などを行う。

ふるさと納税推進事業 30,560
ふるさと納税の促進による財源の確保と、地域経済の活性化を図る。また、神埼
市の特産品等を広くＰＲすると同時に、新たな特産品を発掘し、神埼市の魅力を
全国に発信する。 政策推進室

☎37-0121
神埼市・吉野ヶ里町葬
祭組合負担金 339,912 神埼市・吉野ヶ里町葬祭組合において実施する、平成32年度の供用開始に向けた

葬祭場の建設および運営等に必要な経費を負担する。
小・中学生、高校生等
医療費助成事業 66,188 子育て支援の一環として、小・中学生、高校生等の保健向上と保護者の経済的負

担軽減を図るため、小・中学生、高校生等に係る医療費の一部を助成する。
市民課
☎37-0115

佐賀東部環境施設組合
負担金 72,399

佐賀県の「ごみ処理広域化計画」により、佐賀県東部ブロックとして神埼市を含
む2市3町による計画が策定され、その計画による次期ごみ処理施設建設に向けて
設立した佐賀東部環境施設組合に対する負担金。

生活環境推進室
☎37-0112

さが園芸農業者育成対
策事業 108,462

収益性の高い園芸農業の確立を目的とし、新規就農者や認定農業者などが行う革
新的技術の導入による収量・品質の飛躍的な向上および省エネ・省力化を推進す
る事業に対して補助金を交付する。

農政水産課
☎37-0117

神埼市小中学校英語教
育推進事業 25,997 グローバル化していく現代社会において、国際社会で活躍できる人材の育成を図

るため、全国に先駆けて小中学校の9年間にわたる英語教育を実施する。
学校教育課
☎44-2384

小学校・中学校教育Ｉ
ＣＴ振興事業 42,924

小中学校におけるＩＣＴ環境を活用した教育、校務支援の充実を図り、教職員の
指導力向上および児童生徒の授業に対する興味・関心を高揚させることによる学
力向上を目的として、ＩＣＴ機器の整備を行う。

学校教育総務課
☎44-2296
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平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算　

国
の
補
正
予
算
に
呼
応
し
た
補
正

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
は
、
各
事
業
の
決
算
見
込
み
に

伴
う
補
正
と
国
の
補
正
予
算
に
対

応
し
た
予
算
編
成
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
新
庁
舎
建
設
関
連
事

業
に
係
る
継
続
費
の
設
定
・
変
更

に
伴
う
補
正
も
審
議
さ
れ
、
平
成

29
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額

が
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
８
０

億
１
，９
９
５
万
４
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

国
の
補
正
予
算
に
対
応
し
た
事

業
は
、
水
路
機
能
障
害
が
発
生
し

て
い
る
ク
リ
ー
ク
等
の
護
岸
整
備

や
堆
積
し
た
土
砂
の
浚
渫
を
行

い
、
洪
水
調
整
や
水
量
確
保
の
機

能
回
復
・
維
持
を
図
る
ク
リ
ー
ク

防
災
機
能
保
全
対
策
事
業
に
つ
い

て
、
県
営
事
業
の
増
加
に
伴
う
本

市
負
担
金
の
増
額
。
ま
た
、
県
内

の
老
朽
化
し
た
ノ
リ
糸
状
体
培
養

所
を
統
廃
合
し
、
漁
業
者
へ
良
質

で
安
定
し
た
ノ
リ
糸
状
体
の
供
給
維

持
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ノ
リ

糸
状
体
培
養
所
整
備
費
補
助
金
。

　

こ
の
他
、
国
か
ら
の
交
付
金
追

加
を
受
け
、
道
路
補
修
（
法
面
補

修
）
工
事
を
実
施
す
る
道
路
橋
梁

新
設
改
良
事
業
や
、
国
の
交
付
金

を
活
用
し
て
行
う
、
小
学
校
体
育

館
の
天
井
等
の
改
修
工
事
に
係
る

経
費
を
計
上
し
、
こ
れ
ら
の
事
業

は
、
ク
リ
ー
ク
防
災
機
能
保
全
対

策
事
業
を
除
き
、
平
成
30
年
度
に

繰
り
越
し
て
実
施
し
ま
す
。

☆法人減免制度有

司法書士　すえなが総合事務所
℡0952－52－2079（神埼サピエより南に100ｍ）

困ったこと、悩んでいること、ご相談を
相続・遺言・不動産登記・商業、法人登記
成年後見・借金問題（相談室あります・秘密厳守）

料金の見積り等も、気軽にお尋ね下さい

司法書士　末永博義・井上智史

営業時間　午前８：00～午後６：00
（毎週火曜日は午後８時まで営業）

有
料
広
告

有
料
広
告

○平成29年度一般会計補正予算の主な事業（★は国の補正に伴う事業）� （単位：千円）

事業名 予算額 事業内容 担当課

障害者自立支援
給付事業

17,689
障がい者および障がい児が、その有する能力と適性に応じ、自立した日常生活や社会
生活を営むことができるよう、日常生活上で継続的に必要な介護サービスや地域で生
活を行うために提供される訓練等のサービスに対する支援を行う。

高齢障がい課
☎37-0111

土地改良事業基
金積立金

45,665

土地改良事業の健全な運営と事業施設等の適正な維持管理に資することを目的とし
て、基金積立を行う。また、平成24年度から開始された国営事業（農地防災事業）
の事業完了時に、市負担分の償還が必要となるため、その償還に備えた計画的な基金
造成を行う。

農政水産課
☎37-0117★

クリーク防災機
能保全対策事業

19,623
法面崩壊など水路機能障害が発生しているクリーク等の洪水調整や水量確保の機能回
復・維持を図るため、佐賀県が実施するクリーク等の護岸整備や堆積した土砂を浚渫
する事業に対し、受益市として事業費の一部を負担する。

★
ノリ糸状体培養
所整備費補助金

461
県内の老朽化したノリ糸状体培養所を統廃合し、漁業者へ良質で安定したノリ糸状体
の供給維持を図るため、佐賀県有明海漁業協同組合が実施する白石町カキ殻糸状体培
養施設整備事業に対し、海苔養殖事業者の受益市として事業費の一部を補助する。

王仁博士顕彰公
園整備事業

1,001

王仁博士の顕彰を通じて、吉野ヶ里歴史公園など市内観光施設とのネットワーク化を
視野に入れながら、国内外からの誘客促進と観光振興はもとより、地域の活性化と新
たな観光拠点づくりを目的として公園整備を行っている。その一環として、来園者の
誘導および周辺道路通行者に対し来園を促進するため、公園入口等に誘導サインを整
備する。

商工観光課
☎37-0107

下村湖人生家改
修事業

3,834
下村湖人生家において、熊本地震の被害および経年劣化に伴う漆喰壁や外塀等の改修
を行い、施設の維持・保存を図っているが、更なる改修箇所が確認され、想定以上の
改修が必要となったため、追加改修工事を行う。

社会教育課
☎44-2731

★
小 学 校 体 育
館 改 修 事 業 

（防災機能強化）
139,848

西郷小学校体と仁比山小学校において、児童の安全確保と施設の長寿命化を図るとと
もに、災害時の避難所としての機能を強化するため、学校施設環境改善交付金を活用
して、体育館の吊り天井改修工事等を実施する。

学校教育総務課
☎44-2296
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各課からのお知らせ

　
　狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
推
進
室　

生
活
環
境
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
２

　

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
実
施

し
ま
す
。
注
射
は
ど
の
会
場
で
も

受
け
ら
れ
ま
す
。
犬
の
体
調
の
良

い
日
に
お
連
れ
く
だ
さ
い
。

　

犬
の
登
録
（
一
生
に
1
回
）
と

狂
犬
病
の
予
防
注
射
（
1
年
に
1

回
）
は
、「
狂
犬
病
予
防
法
」
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
手
数
料

　

注
射
料　

３
，１
５
０
円
／
頭

犬
の
登
録

　

犬
は
登
録
が
必
要
で
す
。
未
登

録
犬
は
注
射
料
と
と
も
に
登
録
料

の
支
払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

登
録
料　

３
，０
０
０
円
／
頭

○
持
参
品 

・
通
知
書
（
登
録
犬
の
み
）

・
手
数
料

・
ふ
ん
を
持
ち
帰
る
袋

○
対
象
と
な
る
犬 

　

生
後
91
日
以
上
の
犬

○
注
意

　

病
気
、
妊
娠
、
健
康
状
態
が

よ
く
な
い
飼
い
犬
は
、
必
ず
注
射

前
に
獣
医
師
に
相
談
し
て
か
ら
、

予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　ご
存
知
で
す
か
？
就
学
援
助
制
度

◎
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
総
務
課　

教
育
総
務
係　

☎
４
４
‐
２
２
９
６

〇
申
請
方
法

　

学
校
教
育
総
務
課
ま
た
は
各
小

中
学
校
に
備
え
付
け
の
「
就
学
援

助
申
請
書
」
を
、
学
校
教
育
総
務

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
度
受
給
さ
れ
て
い
た
場
合

は
、
学
校
へ
提
出
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

〇
申
請
期
間

　

随
時

※
た
だ
し
、
４
月
か
ら
援
助
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
４
月
27
日
ま
で

に
申
請
書
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
で
、
小
中
学

校
の
学
用
品
費
や
給
食
費
の
支

払
い
に
お
困
り
の
家
庭
に
、
費

用
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

〇
対
象
者

　

市
内
在
住
で
子
ど
も
が
小
中

学
校
に
在
籍
す
る
保
護
者
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
教

育
委
員
会
で
認
め
ら
れ
た
方
。

①
生
活
保
護
が
廃
止
ま
た
は
、

停
止
に
な
り
、
生
活
が
苦
し

く
学
費
に
困
っ
て
い
る
。

②
市
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
。

③
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受

け
て
い
る
。

④
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の

貸
付
け
を
受
け
て
い
る
。

⑤
①
～
④
以
外
で
病
気
や
災

害
な
ど
の
特
別
な
事
情
が
あ

り
、
収
入
が
著
し
く
減
少
し

て
い
る
。

登
録
の
変
更

　

登
録
し
た
犬
が
死
亡
、
ま
た
は
飼

い
主
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
届
出
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
犬
を
市
外
へ
転
出
さ
せ
る

場
合
は
、
転
出
先
の
役
所
で
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

狂犬病予防注射日程表
日程 時間 場所

４
月

12日（木）

10：00 ～ 10：20 田中バス停前

10：40 ～ 10：55 一番ヶ瀬上（製材所）

11：10 ～ 11：25 鳥羽院山荘

11：40 ～ 11：50 鹿路公民館

13：30 ～ 14：00 神埼市役所　脊振支所

14：10 ～ 14：40 政所公民館

13日（金） 11：00 ～ 11：45 神埼市役所　脊振支所

16日（月）
10：00 ～ 11：30 旧JA境野支所

13：30 ～ 14：30 旧JA千歳支所

17日（火）
10：00 ～ 11：30
13：30 ～ 14：30

神埼市役所　千代田支所

19日（木）
 ９：30 ～ 11：30 旧JA西郷支所南倉庫前

13：30 ～ 15：00 旧JA仁比山支所

20日（金）
 ９：30 ～ 11：30
13：30 ～ 15：00 神埼市役所　西車庫

22日（日）  ９：00 ～ 12：00

有
料
広
告
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神埼市神埼町本堀 3187番地 3
（旧　松永嶺子事務所）
 ☎　　0952－53－5105
FAX　 0952－53－2713

　
　
今
月
か
ら

児
童
ク
ラ
ブ
の
開
所
時
間
等
が
変
わ
り
ま
す

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係　

☎
４
４
‐
２
７
３
１

◎
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

資
産
税
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
４

18
時
30
分
ま
で
の
延
長
預
か
り

を
実
施
し
ま
す

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
、
18
時
ま

で
の
お
迎
え
に
間
に
合
わ
な
い
な

ど
の
要
望
に
応
え
、
18
時
30
分
ま

で
の
延
長
預
か
り
を
実
施
し
ま

す
。

　

た
だ
し
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
基
本
的
な
開
所
時
間
は
18
時
ま

で
で
す
。
18
時
以
降
は
利
用
希
望

者
が
い
な
け
れ
ば
開
所
し
ま
せ
ん
。

○
延
長
預
か
り
負
担
金

　

18
時
を
超
え
て
児
童
ク
ラ
ブ
を

利
用
し
た
場
合
は
、
通
常
の
負
担

金
に
加
え
て
、
18
時
か
ら
18
時
30

分
ま
で
の
延
長
預
か
り
の
負
担
金

が
必
要
で
す
。

　

負
担
金
は
、
月
末
締
め
で
利
用

実
績
に
基
づ
き
、
翌
月
に
納
付
書

で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
１
日　

50
円
／
児
童
一
人

　

固
定
資
産
の
評
価
額
が
適
正
か

ど
う
か
を
確
認
で
き
る
制
度
と
し

て
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
・

閲
覧
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

縦
覧

　

自
己
の
資
産
と
他
の
資
産
の
評

価
額
を
比
較
す
る
こ
と
で
評
価
額

が
適
正
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
縦
覧
で
き
る
方

　

市
内
に
土
地
・
家
屋
を
所
有
し

て
い
る
固
定
資
産
税
の
納
税
者

○
縦
覧
期
間

　

４
月
１
日
～
５
月
31
日

※
土
日
祝
日
を
除
く

○
場
所

　

税
務
課

閲
覧

　

自
己
所
有
の
固
定
資
産
税
の
基

礎
と
な
る
価
格
な
ど
が
登
録
さ
れ

て
い
る「
固
定
資
産
課
税
台
帳（
名

寄
帳
）」
を
確
認
で
き
ま
す
。

○
閲
覧
で
き
る
方

　

固
定
資
産
の
所
有
者
（
納
税
義

務
者
）、
借
地
借
家
人
等

○
閲
覧
期
間

　

４
月
１
日
か
ら
通
年

※
土
日
祝
日
を
除
く

○
場
所

　

税
務
課
、
各
支
所
総
合
窓
口
課

お
盆
休
み
の
日
程
変
更

　

８
月
11
日
が
「
山
の
日
」
の
祝

日
と
な
り
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
お
盆

休
み
が
長
期
に
わ
た
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
か
ら

の
要
望
や
他
市
町
の
状
況
を
ふ
ま

え
、
平
成
30
年
度
か
ら
お
盆
休
み

の
日
程
を
変
更
し
ま
す
。

　

負
担
金
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
（
変
更
前
）

　
　

８
月
12
日
～
16
日

　
　
　
　
　

↓　

　
（
変
更
後
）

　
　

８
月
13
日
～
15
日

有
料
広
告

支
援
員
補
助
員
募
集

　

長
期
休
業
中
等
に
お
手
伝
い

を
し
て
い
た
だ
け
る
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
支
援
員
補
助
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

勤
務
時
間
や
日
数
は
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

は
り
・
灸
等
施
術
券
交
付

◎
問
い
合
わ
せ　

高
齢
障
が
い
課　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

４
月
２
日
か
ら
交
付
し
ま
す

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

○
対
象
者

　

次
の
手
帳
を
お
持
ち
で
在
宅
の

人・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級

・
療
育
手
帳
Ａ

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

・
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
か
つ
療

育
手
帳
Ｂ

※
次
の
と
き
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

・
自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税

の
減
免
を
受
け
て
い
る

・
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
て
い
る

・
入
院
、
入
所
し
て
い
る

○
申
請
に
必
要
な
も
の　

　

印
鑑
、
障
害
者
手
帳

○
交
付
場
所

　

高
齢
障
が
い
課
、
各
支
所
総
合

窓
口
課

は
り
・
灸
等
施
術
券

○
対
象　

市
内
在
住
の
70
歳
以
上

○
申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
身
分
証
明
証

○
交
付
場
所

　

高
齢
障
が
い
課
、
市
民
課
、
各

支
所
総
合
窓
口
課

縦
覧
・
閲
覧
に
必
要
な
も
の

・
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証

な
ど
）

・
印
鑑

・
委
任
状（
代
理
人
の
方
の
み
）

・
賃
貸
契
約
書
な
ど
（
借
地
借

家
人
等
の
方
の
み
）
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各課からのお知らせ

　
　
65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

◎
問
い
合
わ
せ　

高
齢
障
が
い
課　

地
域
支
援
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
賀
中
部
広
域
連
合　

業
務
課　

☎
４
０
‐
１
１
３
５

　

平
成
30
年
度
の
介
護
保
険
料

は
、
４
月
１
日
現
在
の
世
帯
に
お

け
る
住
民
税
の
課
税
状
況
等
に

よ
っ
て
７
月
に
確
定
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
保
険
料
が
確
定
す

る
ま
で
の
納
付
方
法
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

　

４
・
６
・
８
月
の
納
付
額
は
、

平
成
30
年
度
の
住
民
税
の
課
税
状

況
が
確
定
し
て
い
な
い
た
め
、
２

月
と
同
額
を
天
引
き
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

８
月
か
ら
保
険
料
が
変
更
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

普
通
徴
収（

納
付
書
・
口
座
振
替
）

　

４
月
か
ら
７
月
ま
で
は
、
４
月

１
日
現
在
の
世
帯
状
況
と
、
平
成

29
年
度
住
民
税
の
課
税
状
況
等
を

も
と
に
算
定
し
た
保
険
料
を
暫
定

的
に
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
納
付
通
知
書

は
、
４
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

４
月
２
日
以
降
に65

歳
に
な
る
方

　

介
護
保
険
料
の
通
知
書
を
65
歳

に
な
る
月
（
誕
生
日
の
前
日
の
属

す
る
月
）の
翌
月
に
送
付
し
ま
す
。

徴
収
方
法
は
、
普
通
徴
収
と
な
り

ま
す
の
で
、
送
付
さ
れ
る
納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
で
納
期
限
ま
で

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
金
天
引
き
の
開
始
は
、
65
歳

到
達
後
お
お
む
ね
６
ヶ
月
か
ら
と

な
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
減
免

　

火
災
な
ど
の
特
別
な
事
情
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
保
険
料
の
徴
収
猶
予
や
減
免

等
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
段
階
が
第
２
段

階
ま
た
は
第
３
段
階
の
方
を
対
象

と
し
た
減
免
制
度
も
あ
り
、
７
月

下
旬
か
ら
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆平成30年度　65歳以上の方の段階別介護保険料額 
保険料段階 世帯状況 対　象　者 算　式 保険料

第１段階

世帯全員の住
民税が非課税

・生活保護を受給している人
・前年の所得※が80万円以下の人

基準額
×0.45

（軽減後）

月額 2,682円
（年額32,184円）

第２段階 前年の所得※が80万円を超え120万円以下の人 基準額
×0.75

月額 4,470円
（年額53,640円）

第３段階 前年の所得※が120万円を超える人 基準額
×0.75

月額 4,470円
（年額53,640円）

第４段階 世帯に課税者
が い る 場 合
で、本人の住
民税が非課税

前年の所得※が80万円以下の人 基準額
×0.9

月額 5,364円
（年額64,368円）

第５段階 前年の所得※が80万円を超える人 基準額 月額 5,960円
（年額71,520円）

第６段階

本人の住民税
が課税

前年の合計所得金額が120万円未満の人 基準額
×1.2

月額 7,152円
（年額85,824円）

第７段階 前年の合計所得金額が
120万円以上200万円未満の人

基準額
×1.3

月額 7,748円
（年額92,976円）

第８段階 前年の合計所得金額が
200万円以上300万円未満の人

基準額
×1.5

月額 8,940円
（年額107,280円）

第９段階 前年の合計所得金額が
300万円以上400万円未満の人

基準額
×1.7

月額 10,132円
（年額121,584円)

第10段階 前年の合計所得金額が
400万円以上600万円未満の人

基準額
×1.9

月額 11,324円
（年額135,888円)

第11段階 前年の合計所得金額が600万円以上の人 基準額
×2.1

月額 12,516円
（年額150,192円)

・第１～５段階の所得※は「合計所得金額＋課税年金収入額-課税年金に係る雑所得」のことです。
・長期（短期）譲渡所得金額の特別控除の適用がある場合には、合計所得金額から特別控除額を控除した金額になります。

　
　平
成
30
年
度

国
民
年
金
保
険
料

◎
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係

☎
３
７
‐
０
１
１
５

　

佐
賀
年
金
事
務
所　

☎
３
１
‐
４
１
９
１

平
成
30
年
度
国
民
年
金
保
険
料

　

１
ヶ
月
当
た
り

　
　

定
額
１
６
，３
４
０
円

　

口
座
振
替
ま
た
は
ク
レ
ジ
ッ
ト

納
付
、
４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
期

限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

便
利
で
お
ト
ク
な
口
座
振
替

　

口
座
振
替
で
納
付
す
る
と
、
納

め
る
手
間
が
か
か
ら
ず
大
変
便
利

で
す
。
納
め
忘
れ
も
防
げ
ま
す
。

前
納
制
度
が
お
ト
ク

　

保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る
こ

と
で
割
引
が
適
用
さ
れ
る
前
納
制

度
が
あ
り
ま
す
。

【
例
】
平
成
30
年
度
保
険
料
（
現

金
納
付
の
場
合
）

毎
月
納
付

　

１
６
，３
４
０
円
×
12
ヶ
月

　
　
　
　

＝
１
９
６
，０
８
０
円

１
年
前
納
＝
１
９
２
，６
０
０
円

３
，４
８
０
円
も
お
ト
ク



13 市報かんざき 2018. ４月号

　
　
各
種
手
当
の
額
が
改
定
に
な
り
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

　

高
齢
障
が
い
課　

障
が
い
者
福
祉
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

　

平
成
29
年
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
実
績
値
が
対
前
年
比
＋
０
・
５
％

に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
各
種
手
当
額
が
お
お
む
ね
０
・
５
％
の
引
き

上
げ
と
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当

　

18
歳
未
満
の
児
童
が
い
る
ひ
と

り
親
家
庭
の
父
ま
た
は
母
に
対
し

支
給
さ
れ
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
中
等
度
以

上
の
障
が
い
が
あ
る
20
歳
未
満
の

子
ど
も
を
養
育
す
る
保
護
者
な
ど

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当

　

20
歳
以
上
で
、
著
し
く
重
度
の

障
が
い
に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活

で
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
病
院
に

３
ヶ
月
以
上
入
院
す
る
に
至
っ
た

場
合
は
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

障
害
児
福
祉
手
当

　

20
歳
未
満
で
、
重
度
の
障
が
い

状
態
に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で

常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
児
童
が
障
が
い
を
理

由
に
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い

る
場
合
や
、
施
設
に
入
所
し
て
い

る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

 

　
　後
期
高
齢
者
医
療
保
険　

平
成
30
・
31
年
度
の
保
険
料
率
の
お
知
ら
せ

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

☎
６
４
‐
８
４
７
６

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保
険

料
率
は
２
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
ま

す
が
、
保
険
料
率
は
据
え
置
き
、

賦
課
限
度
額
は
引
き
上
げ
と
な
り

ま
し
た
。

所
得
割
額
の
特
例
措
置
の
廃
止

　

所
得
割
額
を
負
担
す
る
方
の
う

ち
、
所
得
金
額
（
基
礎
控
除
後
の

総
所
得
金
額
等
）
が
58
万
円
以
下

の
方
は
、
特
例
措
置
で
平
成
28
年

度
ま
で
は
５
割
軽
減
、
平
成
29
年

度
は
２
割
軽
減
が
適
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
30
年
度
以
降
は

こ
の
特
例
措
置
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
の
軽
減

　

後
期
高
齢
医
療
保
険
に
加
入
す
る

前
に
健
保
組
合
、
船
員
保
険
、
共
済

組
合
な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方

は
、
特
例
措
置
で
平
成
28
年
度
ま
で

は
均
等
割
額
の
９
割
軽
減
、
平
成
29

年
度
は
７
割
軽
減
で
し
た
が
、
平
成

30
年
度
は
５
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
が
、

所
得
の
低
い
方
の
軽
減
措
置
に
該
当

す
る
場
合
は
、
軽
減
割
合
の
大
き
い

措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
方

　

保
険
料
の
支
払
方
法
は
、
次
の

と
お
り
選
択
で
き
ま
す
。

年金受取額（月額） 支払い方法

１万５千円以上の方

年金からの支払
　ただし、後期高齢者医療保険料と介護保険料の合計が、年
金額の半分を超える場合は、納付書または口座振替で支払と
なります。
口座振替　市民課で手続きが必要です。
　世帯主、配偶者等の口座からの支払いは、確定申告等で社
会保険料控除を受けることができ、世帯の所得税・住民税が
減額となる場合があります。

１万５千円未満の方
納付書
口座振替　市民課で手続きが必要です。

被保険者均等割額の軽減措置
世帯（被保険者及び世帯主）の
総所得金額等の合計額

軽減後の額
（年額） 軽減割合

「基礎控除（33万円）」を超えない世
帯で、その世帯の被保険者全員の各
所得（年金の場合は、年金収入から
80万円を差し引いた額を使用）の合
計が０円となる世帯

5,100円 ９割軽減

「基礎控除（33万円）」を超えない世帯 7,700円 8.5割軽減
「基礎控除（33万円）＋27.5万円×世
帯の被保険者数」を超えない世帯 25,900円 ５割軽減

「基礎控除（33万円）＋50万円×世帯
の被保険者数」を超えない世帯 41,400円 ２割軽減

保険料の計算方法（平成30・31年度）

　保険料は、被保険者一人あたりの「被保険者均等割額」と被
保険者の所得に応じた「所得割額」を合計した額となり、対象
となる被保険者の方全員に納めていただきます。

年間保険料
（賦課限度額62万円）

※引き上げ前57万円

所得割額
被保険者に係る
基礎控除後の
総所得金額等

×9.88％

被保険者
均等割額
一人あたり

51,800円

＝ ＋

手当名 平成29年度 平成30年度

母子・父子
家庭など

児童扶養手当
（子１人、全部支給の場合） 42,290円 42,500円（+210円）

障がい者

特別児童扶養手当
１級 51,450円 51,700円（+250円）

２級 34,270円 34,430円（+160円）

特別障害者手当 26,810円 26,940円（+130円）

障害児福祉手当 14,580円 14,650円 　（+70円）
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各課からのお知らせ

　
　

　
　

神
埼
市
脊
振
町
複
合
施
設
建
設
基
本
設
計
を
策
定

市
内
移
住
者
・
定
住
者
を
支
援
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

庁
舎
整
備
課　

庁
舎
整
備
２
係　

☎
３
７
‐
０
０
１
１

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

企
画
課　

企
画
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
２

　

過
疎
対
策
事
業
債
お
よ
び
合
併

特
例
事
業
債
の
活
用
期
限
で
あ
る

平
成
32
年
度
ま
で
の
事
業
完
了
を

目
指
し
、
神
埼
市
脊
振
町
複
合
施

設
建
設
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
民
や
学
識
経
験
者
な
ど
で
組

織
し
た
神
埼
市
脊
振
町
複
合
施
設

建
設
検
討
委
員
会
や
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
配
置

や
平
面
計
画
、
外
観
デ
ザ
イ
ン
な

ど
の
検
討
を
行
い
、
検
討
結
果
に

基
づ
き
、
３
月
に
「
神
埼
市
脊
振

町
複
合
施
設
基
本
設
計
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

こ
の
基
本
設
計
を
踏
ま
え
、
実

施
設
計
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

３
月
に
実
施
し
た
住
民
説
明
会

以
降
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る

複
合
施
設
を
目
指
し
、
実
施
設
計

の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

○
募
集
期
間

　

４
月
６
日
（
金
）
ま
で

定
住
促
進
住
宅
取
得
補
助
金

○
補
助
対
象
者

・
市
内
に
住
宅
（
新
築
・
建
替
・

建
売
・
中
古
）
を
取
得
し
、
10

年
以
上
住
ん
で
い
た
だ
け
る
方

・
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
方　

・
３
親
等
以
内
の
親
族
か
ら
の
住

宅
取
得
で
な
い
方　

な
ど

○
対
象
住
宅
の
要
件

　

居
住
部
分
の
床
面
積
が
50
㎡
以

上
で
、
住
宅
取
得
経
費
が
２
０
０

万
円
以
上
な
ど

○
補
助
金
の
額

①
定
額
（
基
準
額
）
20
万
円

②
加
算
額

　

・
脊
振
町
、
千
代
田
町
東
部
地

区
内
の
住
宅
取
得�

30
万
円

　

・
新
規
移
住
者�

10
万
円

　

・
市
内
業
者
施
工�

５
万
円

　

・
子
ど
も
１
人
あ
た
り

　
　
　

乳
幼
児�

10
万
円

　
　
　

小
中
学
生�

５
万
円

　
　
　

高
校
生�

３
万
円

・
浄
化
槽
設
置
補
助

　
　

浄
化
槽
人
槽
区
分
に
応
じ
て

○
提
出
先

・
庁
舎
整
備
課
、
各
支
所
総
合
窓

口
課

・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認

で
き
ま
す
。

【
脊
振
町
複
合
施
設
建
設
】

http://w
w
w
.city.kanzaki.

saga.jp/m
ain/5

1
6
4
.htm

l

空
き
家
・
空
き
地
情
報
登
録
制
度

（
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
制
度
）

　

空
き
家
・
空
き
地
の
売
買
ま
た

は
賃
貸
を
希
望
す
る
方
か
ら
申
込

み
を
受
け
た
情
報
を
、
利
用
を
希

望
す
る
方
に
紹
介
し
ま
す
。　
　

　

登
録
さ
れ
た
空
き
家
等
の
情
報

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開

し
ま
す
。

○
登
録
期
間　

２
年

○
交
渉
・
契
約
等

　

登
録
者
と
利
用
希
望
者
と
の
交

渉
や
売
買
、
賃
貸
借
等
の
契
約
は

仲
介
業
者
を
介
し
て
行
い
ま
す
。

空
き
家
改
修
費
助
成
事
業
補
助
金

　

空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
制
度

を
活
用
し
て
、
空
き
家
を
購
入
ま

た
は
賃
貸
も
し
く
は
貸
借
し
た
方

が
行
う
空
き
家
の
改
修
等
に
要
す

る
経
費
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
補
助
金
の
額

①
空
き
家
改
修　

経
費
の
１
／
２

　
（
限
度
額
50
万
円
）

②
不
要
物
の
撤
去　

経
費
の
１
／

２
（
限
度
額
10
万
円
）

親
戚
・
知
人
の
方
な
ど
に

ぜ
ひ
お
す
す
め
く
だ
さ
い
！

　
　公
務
員
等
で
退
職
・
異
動
さ
れ
た
方
へ

児
童
手
当
の
手
続
き
が
必
要
で
す

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係

�

☎
３
７
‐
０
１
１
０

　

公
務
員
等
（
郵
政
グ
ル
ー
プ
や

独
立
行
政
法
人
等
勤
務
の
方
を
除

く
）で
退
職
や
他
団
体
へ
異
動
し
、

勤
務
先
か
ら
児
童
手
当
を
支
給
さ

れ
な
く
な
っ
た
方
は
、
退
職
や
異

動
の
翌
日
か
ら
15
日
以
内
に
市
へ

児
童
手
当
の
申
請
が
必
要
で
す
。

15
日
以
内
に
申
請
手
続
き
を
行
っ

た
場
合
は
、
そ
の
翌
月
分
か
ら
支

給
と
な
り
ま
す
。
手
続
き
が
遅
れ

た
場
合
は
遡
及
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
持
参
す
る
も
の

　

印
鑑
、
申
請
者
の
健
康
保
険
証

ま
た
は
年
金
加
入
証
明
書
、
申
請

者
名
義
の
通
帳
、
申
請
者
お
よ
び

配
偶
者
の
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
が
わ
か
る
も
の
、
前
勤
務

先
で
の
児
童
手
当
消
滅
日
が
確
認

で
き
る
も
の　

○
申
請
窓
口

・
福
祉
課　
　
　

社
会
福
祉
係

・
千
代
田
支
所　

総
合
窓
口
課

・
脊
振
支
所　
　

総
合
窓
口
課

▲

外
観
イ
メ
ー
ジ
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友
好
姉
妹
都
市
交
流
実
行
委
員
会
委
員
を
募
集

神
埼
市
地
域
懇
談
会
委
員
を
募
集

ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
を
支
援

地
域
の
活
力
創
出
を
支
援
！

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

企
画
課　

企
画
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
２

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

企
画
課　

企
画
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
２

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

企
画
課　

企
画
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
２

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

企
画
課　

企
画
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
２

　

脊
振
山
で
遭
難
し
た
フ
ラ
ン
ス

の
冒
険
飛
行
家
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ャ

ピ
ー
氏
を
旧
脊
振
村
民
が
救
出
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
フ
ラ
ン

ス
・
ボ
ー
ク
ー
ル
市
と
友
好
姉
妹

都
市
の
提
携
を
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
な
る
交
流
の
発
展
に
向
け
、

友
好
姉
妹
都
市
交
流
実
行
委
員
会

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

市
民
の
視
点
か
ら
ま
ち
づ
く
り

に
関
し
意
見
交
換
を
行
う
場
と
し

て
、
神
埼
町
、
千
代
田
町
、
脊
振

町
の
区
域
ご
と
に
神
埼
市
地
域
懇

談
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
締
切
日

　

４
月
27
日
（
金
）

○
応
募
人
員

　

神
埼
町
・
千
代
田
町
・
脊
振
町

ご
と
に
各
３
人

ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
支
援
事
業

　

市
民
の
自
主
的
か
つ
公
益
性
の

あ
る
活
動
を
行
う
地
区
・
団
体
等

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
補
助
対
象
団
体
等

　

次
の
す
べ
て
該
当
す
る
団
体

・
５
人
以
上
の
構
成
員
を
有
し
、

代
表
者
と
主
な
構
成
員
が
市
民

で
あ
る
団
体

・
市
内
に
事
務
所
を
置
き
、
市
内

で
活
動
し
て
い
る
団
体

・
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
を
目
的

と
し
な
い
団
体

・
定
款
、
規
約
等
を
有
す
る
団
体

地
域
再
生
・
向
上
事
業

　

地
域
の
維
持
や
活
性
化
に
つ
な

が
る
自
発
的
な
取
り
組
み
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
補
助
対
象
団
体
等

　

次
の
す
べ
て
該
当
す
る
団
体

・
５
人
以
上
の
構
成
員
を
有
し
、

代
表
者
と
主
な
構
成
員
が
市
民

で
あ
る
団
体

・
市
内
に
事
務
所
を
置
き
、
市
内

で
活
動
し
て
い
る
団
体

・
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
を
目
的

と
し
な
い
団
体

○
補
助
対
象
事
業

　

次
の
す
べ
て
該
当
す
る
事
業

○
補
助
金
対
象
回
数

　

５
回
ま
で　

※
交
付
回
数
が
３
回
以
下
の
活
動

を
優
先
（
優
先
活
動
）
し
ま
す
。

○
補
助
金
交
付
額

・
優
先
活
動
は
、
対
象
経
費
の
２

／
３
以
内
（
限
度
額
20
万
円
）

・
優
先
活
動
以
外
は
、
対
象
経
費

の
１
／
２
以
内
（
限
度
額
10
万

円
）

○
応
募
締
切
日　

４
月
27
日（
金
）

　

申
請
書
類
等
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

・
人
口
減
少
地
域
で
行
わ
れ
る
事

業
で
、
地
域
の
維
持
、
活
性
化

を
目
的
と
す
る
も
の

・
主
な
目
的
が
ソ
フ
ト
事
業
で
あ

る
も
の

・
新
た
な
仕
組
み
を
立
ち
上
げ
よ

う
と
す
る
も
の
、
ま
た
は
自
立

的
運
営
を
見
込
ん
だ
計
画
の
途

上
に
あ
る
も
の

○
補
助
金
交
付
額

　

対
象
経
費
の
９
／
10
以
内
（
限

度
額
30
万
円
）

○
応
募
締
切
日　

４
月
27
日（
金
）

　

申
請
書
類
等
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

○
募
集
人
員

　

６
人
（
任
期
２
年
）

○
応
募
資
格

　

満
20
歳
以
上
の
市
民

○
応
募
締
切
日

　

４
月
27
日
（
金
）

○
応
募
方
法

　

企
画
課
に
設
置
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
掲
載
の
応
募
用
紙
に
記
入

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（FA

X

可
）

○
委
員
の
任
期　

２
年

○
応
募
資
格

　

満
20
歳
以
上
の
市
民（
応
募
時
）

　

た
だ
し
、
お
住
ま
い
の
地
区
の

地
域
懇
談
会
へ
の
応
募
と
し
ま
す
。

○
応
募
方
法

　

企
画
課
に
設
置
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
掲
載
の
応
募
用
紙
に
記
入
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（FAX

可
）

　
　国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営

に
関
す
る
協
議
会
委
員
募
集

◎
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

国
保
医
療
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

　

神
埼
市
国
民
健
康
保
険
の
運
営

な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
た
だ

く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
人
員　

２
人

○
応
募
資
格

・
市
内
在
住
で
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
の
方

・
年
３
回
程
度
の
協
議
会
に
出
席

で
き
る
方

○
任
期

　

平
成
30
年
６
月
１
日
～

　
　

平
成
33
年
５
月
31
日（
３
年
）

○
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
応
募
用
紙
設
置
場
所

　

市
民
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

○
応
募
締
切
日　

　

４
月
20
日
（
金
）
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神埼市神埼町志波屋3627
TEL 0952-53-1747
携帯 090-8836-5630

相談は、無料です。

行政書士

相続手続
土地や建物が亡くなった人の

名義になっている

遺言書
死んだら、家や土地の名義は
どうなるのだろう？

その他

（日本行政書士会登録番号 05410974）

建設業許可・産業廃棄物・
内容証明・車庫証明 等

ホームページ ゆずりは 神埼 検索 行政書士には守秘義務があります。お気軽にご連絡ください

各課からのお知らせ

有
料
広
告

有
料
広
告

　
　
農
地
の
賃
借
料
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
３
７
‐
０
１
０
８

　

大
字
別
の
農
地
の
賃
借
料
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
農
地
の
利
用
権

設
定
の
申
出
を
す
る
際
に
、
賃
借
料
の
目
安
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　

　
　 神

埼
都
市
計
画
火
葬
場
が
決
定
し
ま
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
完
了

◎
問
い
合
わ
せ　

建
設
課　

都
市
計
画
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
３

◎
問
い
合
わ
せ　

企
画
課　

企
画
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
２

　

現
在
、
神
埼
市
に
は
火
葬
場
が

な
く
、
新
た
な
火
葬
場
の
建
設
を

吉
野
ヶ
里
町
と
共
同
で
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

火
葬
場
を
新
設
す
る
に
は
、
位

置
な
ど
の
都
市
計
画
の
決
定
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
都
市
計
画
審
議

会
を
経
て
手
続
き
を
進
め
、
３
月

に
都
市
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。

神
埼
都
市
計
画
火
葬
場

　

名
称　

神
埼
都
市
計
画
火
葬
場

　

面
積　

約
６
４
，４
０
０
㎡

　

位
置　

神
埼
市
神
埼
町
志
波
屋

　
　
　
　

地
内

関
係
図
書
の
閲
覧

　

神
埼
都
市
計
画
火
葬
場
の
決
定

に
関
す
る
図
書
を
建
設
課
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
で
採
択
を
受
け
た
２
団

体
の
う
ち
１
団
体
に
お
い
て
、
助

成
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。

二
丁
目
自
治
会

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成

事
業
）　　
　

　

こ
の
事
業
は
、（
財
）
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
、
助
成
を
行
う

こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全

な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
を
行
う

こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

農地大字別賃借料設定状況（農業経営基盤強化促進法による平成29年１月～ 12月申出分）

大　字 平均額 最高額 最低額 筆数 大　字 平均額 最高額 最低額 筆数

神
埼
町

神　

埼

永　歌 19,000 19,000 19,000 4

千
代
田
町

東　

部

﨑　村 19,925 21,000 10,000 107

本　堀 24,529 25,000 23,000 17 渡　瀬 20,215 22,000 15,000 39

田道ヶ里 20,309 23,000 10,000 11 栁　島 21,200 22,000 20,000 10

西　

郷

横　武 20,885 23,000 15,000 26 迎　島 18,277 22,000 14,400 30

本告牟田 - - - - 用　作 22,000 22,000 22,000 3

姉　川 18,021 23,000 10,000 97

中　

部

直　鳥 20,080 22,000 20,000 25

尾　崎 17,790 23,000 10,000 67 姉 19,886 22,000 10,000 421

竹 19,620 23,000 10,000 71 黒　井 20,000 20,000 20,000 277

仁
比
山

鶴 19,478 20,700 14,490 23 嘉　納 19,808 22,000 8,000 239

城　原 16,704 20,700 6,210 15 詫　田 20,266 22,500 15,000 96

志波屋 17,951 20,700 5,600 41 下　板 19,543 25,000 9,000 197

的 16,000 20,000 10,000 3
西　

部

境　原 - - - -

脊
振
町

広　滝 10,000 12,000 6,000 3 餘　江 20,000 20,000 20,000 7

服　巻 5,358 6,100 4,864 5 下　西 21,714 22,000 20,000 7

鹿　路 - - - - 合　　　計 1,841

※神埼町西小津ヶ里は永歌に含んでいます。� （10ａ当たり/単位：円）
※一部の地区については、共同乾燥施設等の固定費等が含まれている場合があります。
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◎
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
７

イベント・行事

　神埼町の櫛田宮南にある「神埼市長崎街道門前広
場」は、芝生広場などがあり、市民の交流と憩いの場、
観光交流と賑わいの場として新しい「神埼宿」の創
出を目指しています。
　家族、友だち、サークル団体、地域の方々など、
広場へ気軽に立ち寄ってください。
　また、広場を利用したイベント等の開催を希望・
検討される方はお問い合わせください。

◎問い合わせ　企画課　企画係　☎37-0102

　「神埼菱焼酎」の蔵元である佐賀市大和町の大和酒
造で春の蔵開きが開催されます。
　会場では神埼市で収穫された菱で醸造された「神
埼菱焼酎」や菱の皮を練りこんだお菓子の「ひしぼ
うろ」も販売されます。また、今春できたての新酒
や限定酒などを、特製利き猪口のご購入で試飲でき
るほか、さまざまな物販や催しが予定されています。
この機会に春の新酒をご堪能ください。

○と　き　４月15日（日）10時～ 15時
○ところ　大和酒造㈱
　　　　　佐賀市大和町大字尼寺2620
　　　　　☎62-3535

イベントや団体で
「門前広場」を利用しませんか

大和酒造「春の蔵開き」で
神埼菱焼酎を堪能しよう

九
年
庵 

春
の
一
般
公
開

　

秋
の
紅
葉
で
全
国
的
に
知
ら
れ
る
国
の
名
勝
「
九
年
庵
」。

春
も
期
間
限
定
で
一
般
公
開
を
し
て
い
ま
す
。

　

園
内
に
あ
る
約
１
４
０
本
の
モ
ミ
ジ
の
新
緑
や
足
元
の
苔

に
、
色
と
り
ど
り
の
ツ
ツ
ジ
が
彩
り
を
添
え
ま
す
。

○
公
開
期
間　

５
月
３
日
（
木
・
祝
）
～
５
日
（
土
・
祝
）

　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
～
16
時

○
美
化
協
力
金　

高
校
生
以
上
３
０
０
円

○
駐
車
場　

仁
比
山
公
園

○
駐
車
料
金　

乗
用
車
５
０
０
円

○
主
催　

神
埼
市
・
神
埼
市
観
光
協
会

新
緑
の
「
九
年
庵
」
と

　

お
ふ
る
ま
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

神
埼
市
観
光
協
会

会
員
募
集
中

○
と
き　

５
月
５
日
（
土
・
祝
）

○
受
付　

Ｊ
Ｒ
神
埼
駅
北
口　

８
時
30
分
～
16
時

○
コ
ー
ス
（
13
㎞
）

　

神
埼
駅
～
吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
～
竹
原
王
仁
神
社
（
お

ふ
る
ま
い
）
～
九
年
庵
（
公
開
中
）
～
仁
比
山
神
社
～
梅

の
花
神
埼
村
（
お
ふ
る
ま
い
）
～
白
角
折
神
社
～
神
埼
駅

○
参
加
料　

無
料　

※
九
年
庵
入
園
に
は
美
化
協
力
金
が
必
要
で
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
完
歩
者
先
着
１
，
０
０
０
人
に
神
埼

市
観
光
協
会
か
ら
「
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
」
の
お
ふ
る
ま
い
。

（
神
埼
駅
で
の
ゴ
ー
ル
時
）

　

神
埼
市
観
光
協
会
は
、「
観

光
客
の
誘
致
、
産
業
の
発
展

と
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す

る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
各

種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
て

い
た
だ
け
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

入
会
を
お
願
い
し
ま
す
。
入

会
さ
れ
た
方
に
は
、
１
口
あ

た
り
２
枚
の
九
年
庵
へ
の
入

園
優
待
券
を
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。

○
会
費　

　

１
口　

１
，０
０
０
円

　
（
個
人
１
口
以
上
、
法
人

お
よ
び
団
体
３
口
以
上
）

※
「
吉
野
ヶ
里
遊
学
館
」「
高

取
山
わ
ん
ぱ
く
館
」
の
物

産
所
へ
の
出
店
者
も
募
集

し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

神
埼
市
観
光
協
会
事
務
局

　

☎
３
７
‐
０
１
０
７
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平成30年度　神埼市予防接種カレンダー

定期の
予防接種 対象年齢 接種間隔

Hib(ヒブ)
感染症 生後２か月～５歳未満

１歳未満の間に27日以上あけて３回、さらに７
か月以上あけて１回接種
※接種開始年齢で接種回数が異なる

小児の肺炎球菌
感染症 生後２か月～５歳未満

２歳未満の間に27日以上あけて３回、さらに60
日以上あけて生後12か月以降１回接種
※接種開始年齢で接種回数が異なる

Ｂ型肝炎 １歳未満 27日以上あけて２回接種し、３回目は１回目か
ら139日以上あけて１回接種

４種混合
（ジフテリア・百日せき・
　破傷風・不活化ポリオ）

生後３か月～７歳６か月未満 20日以上あけて３回、さらに６か月以上あけて
１回接種

BCG １歳未満 １回接種

麻しん・風しん
混合(MR)

１期：１歳～２歳未満 １回接種
２期：就学前１年間(年長相当)の児

(Ｈ24.4.2 ～Ｈ25.4.1生まれ) １回接種　※実施期間：Ｈ30.4.1 ～Ｈ31.3.31

水痘
(水ぼうそう) １歳～３歳未満 ３か月以上あけて２回接種　※水痘(水ぼうそう)

にかかったことのある人は対象外

日本脳炎

1期：生後６か月～７歳６か月未満 ６日以上あけて２回、更に６か月以上あけて１回接種

2期：９歳～ 13歳未満 1回接種

特例：H19.4.2 ～ H21.10.1生まれ １期(計３回)のうち、未接種分を９～ 13歳未満
の間に接種

特例：H10.4.2 ～ H19.4.1生まれ １期・２期(計４回)のうち、未接種分を20歳未満
までに接種

２種混合
（ジフテリア・破傷風） 11歳～ 13歳未満 １回接種　※市では小学６年生を対象に勧奨

ヒトパピローマ
ウイルス感染症

（子宮頸がん予防）

小学６年生から
高校１年生相当の女子

２価：中学１年生の間に、１か月以上の間隔をお
いて２回、１回目から５か月以上かつ２回
目から２か月半以上あけて１回

４価：中学１年生の間に、１か月以上の間隔をお
いて２回、２回目から３か月以上あけて１回

※平成25年６月から副反応等の検討のため積極
的勧奨を中止

○予防接種の受け方
　県内の実施医療機関にて接種ができます。
　直接かかりつけ医療機関にお申し込みください。
　定期接種の対象者は無料です。

○持っていくもの
・母子健康手帳
・予診票(医療機関窓口にある場合もあります)

○留意点
・小学生までのお子さんは、原則保護者が同伴してください。祖父母等
　が同伴する場合は「委任状」が必要です。
・予防接種を受ける前に「予防接種と子どもの健康」を読みましょう。
・特別な理由で県外での接種を希望される方は、ご連絡ください。
☆「予防接種と子どもの健康」は、出生時に予診票と併せてお渡ししています。必要な方は、ご連絡ください。また、

予防接種法の改正等で、今後、内容について変更が生じる場合があります。市報かんざきや市ホームページなど
もよくご覧ください。

異なった種類のワクチンを接種する場合の間隔
・生ワクチン（接種後は４週間以上あける）
BCG・麻しん風しん混合(MR)・水痘
・不活化ワクチン（接種後は１週間以上あける）
Hib(ヒブ)感染症・小児の肺炎球菌感染症・
B型肝炎・４種混合・日本脳炎・２種混合・
ヒトパピローマウイルス感染症(子宮頸がん予防)

◎問い合わせ　
　健康増進課　母子保健係
　（神埼町保健センター）
　☎51-1234

接種の順番、接種間隔は、医師と相談しながら、スケジュールを立てましょう。　
各予防接種の標準的な接種期間・間隔は、「予防接種と子どもの健康」☆を参照ください。

H30．4. １現在
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平
成
30
年
度
　
神
埼
市
こ
ど
も
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

＜
注

意
＞

・
や

む
を

え
ず

日
程

等
を

変
更

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
の

で
、

市
報

か
ん

ざ
き

や
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

も
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
・

各
種

相
談

、
乳

幼
児

健
診

、
フ

ッ
化

物
塗

布
に

参
加

の
際

は
、

必
ず

母
子

健
康

手
帳

を
ご

持
参

く
だ

さ
い

。
・

乳
幼

児
健

診
は

、
対

象
者

に
事

前
に

通
知

　
　

を
行

い
ま

す
。

健
診

日
の

1
0
日

前
に

な
っ

て
も

通
知

が
届

か
な

い
方

や
当

日
受

診
で

き
な

い
方

は
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。

事
業

名
（

対
象

年
齢

）
会

場
４

月
５

月
６

月
７

月
８

月
９

月
1
0
月

1
1
月

1
2
月

１
月

２
月

３
月

備
　

　
　

考

教 室 ・ 相 談

あ
か

ち
ゃ

ん
広

場
（

１
歳

未
満

）
千

代
田

町
保

健
セ

ン
タ

ー
２

（
月

）
７

（
月

）
４

（
月

）
歯

科
相

談
あ

り
９

（
月

）
１

（
水

）
３

（
月

）
１

（
月

）
1
2
（

月
）

３
（

月
）

歯
科

相
談

あ
り

７
（

月
）

４
（

月
）

４
（

月
）

受
付

：
1
3
：

1
5

～
1
3
：

3
0

内
容

：
身

体
計

測
、親

子
遊

び
、読

み
き

か
せ

な
ど

乳
幼

児
相

談
（

０
歳

～
就

学
前

）
千

代
田

町
保

健
セ

ン
タ

ー
９

（
月

）
1
4
（

月
）

1
1
（

月
）

1
7
（

火
）

2
0
（

月
）

1
0
（

月
）

1
5
（

月
）

1
9
（

月
）

1
0
（

月
）

2
1
（

月
）

1
8
（

月
）

1
1
（

月
）

受
付

：
９

：
3
0

～
1
1
：

0
0

内
容

：
身

体
計

測
、

保
健

師
・

栄
養

士
に

よ
る

個
　

　
　

別
相

談

こ
と

ば
の

相
談

（
１

歳
～

就
学

前
）

千
代

田
町

保
健

セ
ン

タ
ー

1
7
（

火
）

1
5
（

火
）

1
2
（

火
）

1
7
（

火
）

７
（

火
）

1
1
（

火
）

1
6
（

火
）

1
3
（

火
）

1
1
（

火
）

1
5
（

火
）

1
2
（

火
）

1
2
（

火
）

時
間

：
1
3
：

4
5

～
1
7
：

0
0
　

☆
要

予
約

内
容

：
言

語
聴

覚
士

に
よ

る
個

別
相

談

す
こ

や
か

子
育

て
相

談
室

（
０

歳
～

就
学

前
）

千
代

田
町

保
健

セ
ン

タ
ー

６
（

金
）

１
（

金
）

1
3
（

金
）

1
0
（

金
）

７
（

金
）

５
（

金
）

９
（

金
）

７
（

金
）

１
（

金
）

時
間

：
1
3
：

3
0

～
1
6
：

3
0
　

☆
要

予
約

内
容

：
臨

床
心

理
士

に
よ

る
個

別
相

談

リ
ト

ル
わ

ん
ぱ

く
KI

D
’

S
（

０
歳

～
就

学
前

）

脊
振

公
民

館
ほ

か
５

（
火

）
４

（
火

）
1
1
（

火
）

受
付

：
９

：
3
0

～
1
0
：

0
0

内
容

：
子

育
て

に
関

す
る

講
話

、
親

子
交

流
な

ど
※

毎
回

の
内

容
と

会
場

に
つ

い
て

は
、

市
報

で
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

乳 幼 児 健 診

３
～

４
か

月
児

健
診

（
３

～
６

か
月

未
満

）
千

代
田

町
保

健
セ

ン
タ

ー
2
5
（

水
）

H
2
9
.1

2
生

2
5
（

金
）

H
3
0
.1

生
2
0
（

水
）

H
3
0
.2

生
2
0
（

金
）

H
3
0
.3

生
2
9
（

水
）

H
3
0
.4

生
2
6
（

水
）

H
3
0
.5

生
1
7
（

水
）

H
3
0
.6

生
2
8
（

水
）

H
3
0
.7

生
2
1
（

金
）

H
3
0
.8

生
2
5
（

金
）

H
3
0
.9

生
2
2
（

金
）

H
3
0
.1

0
生

2
2
（

金
）

H
3
0
.1

1
生

受
付

：
1
3
：

0
0

～
1
3
：

3
0

内
容

：
 小

児
科

･整
形

外
科

診
察

、
身

体
計

測
、　

　
　

　
育

児
･歯

科
･栄

養
相

談

１
歳

６
か

月
児

健
診

（
１

歳
６

か
月

～
　

　
　

　
　

２
歳

未
満

）
千

代
田

町
保

健
セ

ン
タ

ー
1
8
（

水
）

H
2
8
.8

生
1
8
（

金
）

H
2
8
.9

生
1
3
（

水
）

H
2
8
.1

0
生

1
1
（

水
）

H
2
8
.1

1
生

1
7
（

金
）

H
2
8
.1

2
生

1
9
（

水
）

H
2
9
.1

生
1
0
（

水
）

H
2
9
.2

生
1
4
（

水
）

H
2
9
.3

生
1
4
（

金
）

H
2
9
.4

生
1
8
（

金
）

H
2
9
.5

生
1
5
（

金
）

H
2
9
.6

生
1
5
（

金
）

H
2
9
.7

生

受
付

：
1
3
：

0
0

～
1
3
：

3
0

内
容

：
小

児
科

･歯
科

診
察

、
身

体
計

測
、

育
児

･
　

　
　

歯
科

･栄
養

相
談

、
フ

ッ
化

物
塗

布

３
歳

児
健

診
（

３
歳

６
か

月
～

　
　

　
　

　
４

歳
未

満
）

千
代

田
町

保
健

セ
ン

タ
ー

2
0
（

金
）

H
2
6
.7

生
2
3
（

水
）

H
2
6
.8

生
1
5
（

金
）

H
2
6
.9

生
1
8
（

水
）

H
2
6
.1

0
生

2
2
（

水
）

H
2
6
.1

1
生

2
1
（

金
）

H
2
6
.1

2
生

1
2
（

金
）

H
2
7
.1

生
2
1
（

水
）

H
2
7
.2

生
1
9
（

水
）

H
2
7
.3

生
2
3
（

水
）

H
2
7
.4

生
2
0
（

水
）

H
2
7
.5

生
2
0
（

水
）

H
2
7
.6

生

受
付

：
1
3
：

0
0

～
1
3
：

3
0

内
容

：
小

児
科

･耳
鼻

科
･歯

科
診

察
、

身
体

計
測

、
　

　
　

育
児

･歯
科

･栄
養

相
談

、
フ

ッ
化

物
塗

布

フ
ッ

化
物

塗
布

（
１

歳
６

か
月

児
健

診
後

　
　

　
　

～
４

歳
未

満
）

千
代

田
町

保
健

セ
ン

タ
ー

1
8
（

水
）

1
8
（

金
）

1
3
（

水
）

1
1
（

水
）

1
7
（

金
）

1
9
（

水
）

1
0
（

水
）

1
4
（

水
）

1
4
（

金
）

1
8
（

金
）

1
5
（

金
）

1
5
（

金
）

受
付

：
1
2
：

4
0

～
1
3
：

0
0

要
予

約
：

希
望

月
の

初
日

～
前

日
ま

で
（

先
着

順
）

持
参

品
：

歯
ブ

ラ
シ

、
母

子
健

康
手

帳
※

１
歳

６
か

月
児

健
診

・
３

歳
児

健
診

で
は

希
望

　
者

全
員

に
実

施

〒〒 〒〒 〒〒

１
年

間
大

切
に

保
管

し
て

く
だ

さ
い

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
も

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

で
き

ま
す

。

 ◎
申

込
・

問
い

合
わ

せ
　

健
康

増
進

課
　

母
子

保
健

係
　（

神
埼

町
保

健
セ

ン
タ

ー
）

　
☎

5
1
-1

2
3
4

〒〒


